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『延喜式』 に伝えられるノリトの言葉には21
の項目を羅列するリストがあり，そこに ｢白く




なるレプラ[に罹った人]｣ (白癩) と ｢せむし





を這う小動物｣ (ハフムシ) と ｢空を飛ぶ鳥｣
(タカツ-トリ) が挙げられ，ワザハヒを引き起
こすものと考えられていた｡ また 『藥師經』 に
も ｢ヘビとサソリとムカデとゲジゲジ｣ (毒蛇-






















































『國大』: 『國史大系』 (新訂増補), 東京, 1942.
『古大』: 『日本古典文學大系』, 東京, 19521967.
『大正』: 『大正新脩大藏經』, 東京, 19241935.
『靈異記』: 『日本霊異記』, 小泉道, 『新潮日本古






















































































































139) 『續日本紀』 3，『國大』 2，p. 27: [慶雲三年]
是年 天下諸國疫疾 百姓多死 始作土牛大儺 [四
年]二月乙亥 因諸國疫 遣使大祓
140) ibid., 33, pp. 422-423: [寶龜六年八月]辛卯 大
祓 以伊勢美濃等國風雨之災也
141) ibid., 34, p. 428: [寶龜七年五月]乙卯 大祓 以
災變頻見也 丙辰 屈僧六百 讀大般若經於宮中及
朝堂















の災害 (775.８.30)，③ 何か自然災害 (776.５.
29)，④ 旱魃 (776.６.18)，⑤ 妖怪が出現
(777.３.19)，⑥ 飢餓と疫病 (863.１.27)，そ






























143) ibid.，34，p. 433: [寶龜八年三月]辛未 大祓
爲宮中頻有妖恠也 癸酉屈僧六百口沙彌一百口 轉
讀大般若經於宮中
144) 『日本三代實録』，7，『國大』 3，[前編] p. 105:
[貞觀五年正月]廿七日庚寅 於御在所及建禮門朱
雀門 修大祓事 以攘災疫也 賑給京師飢病尤甚者
自昨年冬末至于是月 京城及畿内畿外 多患咳逆
死者甚衆矣







『續日本後紀』 6，『國大』 3，p. 67: 疫








ibid.，9，p. 105: 加以季夏不雨 嘉苗擬














































ている150)｡ ヤマ (yama/閻魔) の所へ行ってい













ら死後最大限49日までの間，｢心｣ は (a) 新し
い身体に向かって移動中｣ であるか (b) ｢すで
に移動を終えて待機中｣ かのどちらかである｡
(a) ｢心｣ がまだ移動中であるとすれば，｢行




























ことがあり (, ed. Rhys Davids &
















BhS, p. 25:  etad vidyate ya[t]






































































) の文法 1.3.46 によると，
[｢悔いを抱いて思い出す｣ () という動作
を表す場合には,]動詞語根“”の後に能




































































































154) この間に２回の ｢轉生｣ が起こっている｡ 先ず，
薬石効なく人間Ａの身体が機能を停止すると,
｢心｣ は人間Ａの身体から抜け出して地獄に住む























































































































『大灌頂神呪經』 12，『大正』 21，p. 536，
a.2: 其精神還其身中《其の精神，其の身
中に還る｡》
159) R. Birnbaum,“ on the Merits of the
Fundamental Vows of the Seven Buddhas of
Lapis Lazuli Radiance，the Masters of Healing,”
The Healing Buddha, Boston, 1989，pp. 173-217.
160) バーンボームは玄奘訳の ｢死んだ者の心が閻魔
の所から帰って来る話｣ (『大正』 14，p. 407，b.
10-29) を翻訳する際に,“saving those on the
brink of death or disaster”という表題を付けて









る｡ バーンボームこれを“ then that person’s
consciousness may be returned to his body [im-
mediately]”と訳している (Birnbaum，op. cit.，
p. 165)｡ しかしながら,“to his body”に当たる
表現は玄奘訳のテキストにはどこにも無いし，死




























 etad vidyate yat tasya tad 






























































































































































『総持抄』 1，『大正』 77，p. 56，b.2-5:
問 佛部尊無持三形 然世流布藥師持三形




































































































い｣ した者の ｢心｣ がやって来ると，ヤマは問答
を通じてことの成り行きを納得させた上で，｢行




























































































































































































173) 中国に伝わる文献 『七處三觀經』 (『大正』 2，





であろうか｡ ９項目の ｢不時の死｣ は，古い伝承
に溯る可能性がある｡

























『藥師經』 に見られる ｢焼死｣ と ｢溺死｣
ところで，ダルマグプタ (dharmagupta/達摩





174) 『九横經』，『大正』 2，p. 883，a.19-b.14.
175) この ｢不時の死｣ の ｢条件｣ の一つ一つについ
ては，道世が具体的な説明を加えている (『法苑
珠林』，『大正』 53，p. 790，c.11-24)｡
176) ｢不時の死｣ が起きる ｢条件｣ を８項目挙げた





ι－α) 弊象 ι－θ) 井




ι－δ) 轟 b) ι－μ) 抜刀
ι－ε) 蛇 ι－ν) 酔人
















師地論) にも ｢不時の死｣ への言及が見られるが























































醫人療治失所 非時而死 是爲初横 第二横
者 王法所殺 第三横者 遊獵放逸婬醉無度
爲諸非人害其魂魄 第四横者 爲火所燒 第
五横者 爲水所溺 第六横者 入獅子虎豹諸






































 	) と  ｢水に溺れ

























179) ｢不時の死｣ の原因を列挙する 『九横經』 のリ
ストで，最後に13項目が追加されているが，興味
深いことに，そのうちの９番目が ｢水｣ であり，
10番目が ｢火｣ である (『九横經』，『大正』 2，p.































































































































































181) ダルマグプタが訳した 『藥師如來本願經』 の９
番目 (｢石を投げて死ぬ｣) と 『バーシャジヤグル






































して現れる ｢川に入ること｣ (川入) と ｢火で




































p. 10: 亦祓乃法定給支 天都罪止所始之罪波 敷
蒔 畔放 溝埋 樋放 串刺 生剥 逆剥 屎戸 許許太
久乃罪乎 天都罪止告分弖 國都罪止所始志罪波
生秦斷 死秦斷 己母犯罪 己子犯罪 畜犯罪 白人



















献の 『藥師經』 にも ｢焼け死ぬ場合｣ (爲火所
燒) に連続して ｢水に溺れて死ぬ場合｣ (爲水
所溺) が挙げられているのである｡
『皇太神宮儀式帳』 『藥師經』
⑯ 川入り(ケガレ)  溺れ死ぬ場合


























































































a)b) 『日本書紀』，[前編] p. 236: 妬斯
夫婦使祓除多《斯の夫婦を妬みて，祓除せ
しめること多し｡》
188) 『日本書紀』 25，[後編] p. 236: [大化二年三
月甲申] ‥‥‥ 復有百姓溺死於河逢者 乃謂之曰
何故於我使遇溺人 因留溺者友伴 強使祓除 由是
兄雖溺死於河 其弟不救者衆














































『新校 羣書類從』 22，東京，1932，p. 716:
一 潦水雨露流入不爲穢事 甲所簷潦水 同













『文保記』，p. 716: 一 池内有穢物 不知
此由飲水爲穢事 就壽永二年二月日 貞教神
主問 明法愽士中原基廣答云 飲池水 又取


















































溺死体と焼死体はケガレ (穢) であった｡ こ
のように水死と焼死を忌み嫌う日本人は，異文
化の文献 『藥師經』 を好んで読んでいたが，そ

















そして 『皇太神宮儀式帳』 では, もう一組の
桃山学院大学総合研究所紀要 第29巻第１号88















『日本三代實録』 25，loc. cit.: 廿一日己
































































































































Oho-harahe (Great Purification) and the Yakusikyau
（３）
Nobuhiko KOBAYASHI
According to the Buddhist law of causality, the life span of each person depends on what he or she did
in the past, and even the Buddha cannot interfere in it. It follows that Buddhists are not interested in
life extension.
The Yakusikyau (藥師經), however, refers to exceptional cases. Death can occur though the time
has not yet come. Such death can be avoided by a spell, as it is not caused by previous acts.
This kyau (經) gives a list of nine kinds of “untimely death” (-maran
・
a /横死). Nos. 4 and 5 of
this list, “death by drowning” (溺死) and “death by fire” (焼死) attracted the attention of the Japanese
and were transferred to the list of “sins of this world” (國ツ罪) in the Kwautaizinguu-gisikityau (皇
太神宮儀式帳). These new items are called “kaha-iri-no-tumi” (川入リノ罪) or “sin of entering a
river” and “hi-yaki-no-tumi” (火焼キノ罪) or “sin of being burned.”
